
               ⾔葉遣い 

 校⻑  ⼤森 祐⼦ 

  本校の⽞関前では毎朝、運営委員会の⼦供たちが挨拶運動に取り組み、さわ 
 やかな挨拶が交わされています。挨拶がもつ⼒は偉⼤なもので、「おはよう」 
 の⾔葉のやりとりで互いが温かい気持ちになります。挨拶は⼼をつなぐ最良の 
 コミュニケーションツールであるように思います。 
  誰もがみんな居⼼地がよく、安⼼して⽣活できるクラスや学校をつくるため 
 に⼤切にしなければならないものがいくつもあります。その⼀つが挨拶に代表 
 される「⾔葉」です。 
  さて、校内では時々、暴⼒的な⾔葉や相⼿を傷つけるような⾔葉を⽿にし、 
 「ドキッ」とすることがあります。そういった⾔葉は、直接⾔われなくても周 
 りで聞いているだけで、いやな気持ちになります。ましてや⾔われた⽅は、い 
 やな気持ちになるだけでなく深く傷つき、⾃信さえ失ってしまうことでしょ 
 う。 
  私たちが⽇常何気なく使っている⾔葉には、⼈を励まし元気にしたり、温か 
 い気持ちにしたりして笑顔を⽣み出す⼒があります。⼀⽅で、何気なく発した 
 ⾔葉が、相⼿の⼼に突き刺さり、取り除くことができない棘になることがある 
 ということを想像しなければなりません。だからこそ、⾃分の発する⾔葉には 
 責任をもつべきであり、できる限り前向きで思いやりのある⾔葉を⼼がけたい 
 と思うのです。 
  ⽇本では、古くから「⾔葉には魂が宿る」として、⾔葉を⼤切にしてきた歴 
 史があります。⾔葉には発した⾔葉のとおり、⼈を幸せにも不幸にもする⼒が 
 あるということです。思いやりのある温かい⾔葉、肯定的なポジティブな⾔葉 
 を使う⼈の周りには、⼼の優しい⼈々が集まり、明るく幸せな世界が広がるよ 
 うです。学校の重要な役割である「⼦供たちの幸せな⼈⽣の基礎作り」を考え 
 たとき、⽇常的に使う⾔葉は「幸せにつながる⾔葉」でありたいものです。本 
 校では、教職員はもちろんのこと、保護者の皆様と共に、あたたかく思いやり 
 のある⾔葉、肯定的な⾔葉、美しい⾔葉を使うように⼼がけていきたいと思い 
 ます。  

                           







 ※  ⾏事予定は、現時点での予定です。今後、変更になる場合があることをご了承ください。 

 さみさと⼩学校⽞関前  ７:３５〜７:５５ 

 さみさと⼩学校前交差点  ７:３５〜７:５５ 

 あさひ野⼩学校近く横⽔交差点  ７:３５〜７:５５ 

 あさひ野⼩学校校⾨前  ７:４０〜８:００ 

 サンリーナ⻄側町道⼊⼝  ７:４０〜８:００ 

 国道８号線道下交差点  ７:４０〜８:００ 

 あいの⾵鉄道泊駅（10⽉のみ）  ７:１０〜７:３０ 
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 22 

 検尿(１次) 

 23  24  25 

 26 

 クラブ活動 6限 

 27  28  29 

 検尿 
 (１次予備⽇) 
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